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は　じ　め　に
　女子短大の被服材料学を担当する様になり，織物・編物から，組物の講義の段になった。組物を
取り扱ってみて，色々と考えさせられた。第一に疑問に思った事は，定義に付いてであった。後に
詳細に記載されている様に「糸が斜行している」と定義の中で述べられているが，果たしてどうな
んだろうか，糸が経方向・緯方向に走っている種類もあるようである。それで，組物に付いて，も
う少し調べる必要がでてきた。調べてみると，現在の組物の専門書は，一般の人には理解しにくい
表現である，と感じた。
　考えてみれば，我々被服材料学を学ぶ者は，組物を学ぶ前に，織物の組織を体系的に学んでい
る。組物の専門書は，織物の知識と無関係に説明されている。これでは，折角学んだ織物の知識が
活かされないで，零からスタートして理解する努力が必要となる。教育の効果を上げるために，織
物の知識を活かした教え方が出来ないものかと考えた。そして，体系づけられた織物の組織より類
推した組物の分類に思い致った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶
1　従来の組物の定義
　被服材料学の教科書には，次の如く記載されている。
　「組物は2組の糸がお互いに交錯して組織しているが，織物と異なり糸が組物の長さ方向に斜行
　　　　1）している」
　「組物は，織物と同様に2組の糸を互いに交錯させてつくるが，糸が布の長さ方向に対して斜め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）の方向に向くところが織物と異なっている」
　「組物は糸などを数本ならべて，相隣する1本または数本ずつを相互に斜めに組合わせてつくつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）たもので，その構造によって平打・丸打・変り打などの種類がある」
　この他にも色々あるが，共通して，糸が斜行していると述べている。
　組紐については，数学者が古くから，数学上の問題として検討してきた。このことは，村杉邦男
　　　　　　　　　　4　氏が「組み紐の幾何学」として出版されているので，それを参照する。その中での定義は次の通り
である。
　最初に組紐の構造を数学の問題として取り上げたのはE・アルチンであると言われている。アル
　　　　5）チンの定義では，「組紐というのは，一つの立方体の上面と底面の上に同数の点をとり，これを立
方体の内部で互いに交わらない曲線（正確には折れ線）で結んだ図形である」ここで，上面の点
は，どう選んでもよいが，底面の各点は上面の各点のちょうど真下にあるようにとっておくこと，
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これらの点の結び方，すなわちこれらの点を結んでいる曲線に次の基本的な条件をつけておく。
　（※）「点Pが，この曲線上を上面の点から底面の点に向かって動く時，常にRの高さが減って
いること」
　この定義を解釈すれば，「高さが減る」＝「斜行」である。
　組紐の中，源氏組などは「高さが減る」に当てはまらない部分もあると思われるが，結び目とか
ループを防ぐ意味で理解できる。
皿　組紐はいくつあるか
　この点は数学者の得意とする分野であるので，まず数学者の解答を検討する。
　数学者は，一本の糸で出来る物を一次の組紐，二本の物を二次の組紐，更に本数が増えるに従っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）て三次・四次の組紐とよぶ。そして解答は，「一次の組紐はただ一つ，二次の組紐は無限にある」
ということである。当然三次・四次も無限である。或る制限の下ではいくつ違った組紐が出来るか
計算したのは，H・S・M・コクセターである。彼は次の計算式を作りあげた。
　「n次の組紐で，P回続けてねじれが現れた時ははずしてよいというルールの下で出来るちがつ
た組紐の数は，
　　　（i／zV）n一1n！
であるという。ここでVは（P，n）の組に対応する正多面体の双対多面体の頂点の数で，　n！と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）いうのは，1×2×3×……というふうに1からnまで続けて掛けて出来る数である」
　被服材料学ではこのまま受け取れない。一次の組紐はただ一本の糸であって組紐とは言えない。
二次の組紐が無限にあるというのは，ねじれが一回のものと二回のものと異なるとして，ねじれを
無限に掛けられるから無限にあるとしている。しかし，被服材料学では，この様な二次の組紐は撚
紐として組紐には含めない。n次の組紐の数についてのコクセターの式は，ねじれが現れた時の計
算式である。組紐の途中にねじれを入れるのは変化組織であり，基本組織を探索する段階では無用
である。このような訳で，数学者の組紐はいくつあるかの解答は使えなかったので，この件につい
て考えた結果を次に述べる。
皿　続，組紐はいくつあるか
　アルチンは立方体の中に組紐を考えた。その為に上下固定された状態での組紐も含まれている。
普通，組紐は出来上がれば両端が自由になる。二次の組紐にいくら捻じりを与えても，糸にトルク
が無ければ，二本の平行な糸に戻り，組紐とならない。そこで，アルチンの立方体を円筒に変え，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両端が自由ということから，天井板が自由に回転出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る円筒にする。この様にすれば，現実に近い組紐の数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，が求められると考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この円筒で二次の組紐を考える。　（第1図）（1）は自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明な組紐とよばれている。つまり組む前の状態であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。　「組み紐というのは，隣りあった二つの紐を入れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i換えるという基本操作のくり返しで出来る」自明な組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紐に一回基本操作を行えば（2）となる。ところが，天井
　　（1）　　　　　　　　（2）　　　　が回転出来るから，（2）は（1）と同じである。即ち，二次
　　　　　　　第1図　　　　 の組紐は無い。
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　次に，三次の組紐であるが，円筒にした為に，糸の配置も問題となる。立方体では上下共に一直
線上に配した。円筒ならば円周上に配するのが普町’あろう。　（第2図）（1）は自明な組紐である。
（2）～（7）は基本組紐で，村杉氏の記号に従って，61・ぴ1　－1・02・02－1・σ3・σ3　’『1とする。基本
組紐を積み上げていく場合には次の事が言える。同じものが二回続けぽ，撚りとなるから，これを
除外する。添字のないものと添字の一1が続けば自明な組紐となり，組まなかったのと同じである。
σ1，σ2，σ3はスタートの位置が異なるだけで，σ1で言える事はσ2，σ3にも適用出来るので，
a1のみで検討する。
　σ1×σ1と61×σ1　－1は上記の理由で除かれる。
　σ1×σ2は120度回転すれば自明な組紐となる。
　a1×a2　－1はP1の糸がP2の糸を回って撚りが出来るから除外する。
　σ1×σ3はP2の糸が全体を回っている，戻すと撚りができる。
　σ1×a3　－1はP2の糸がP1の糸を回って撚りができる。
　三次の組紐では，基本組紐を二段重ねたら，全部失格となった。但し，これは糸を円周に配置し
たものであるから，三次の丸組は零であるといえる。
　では三次の平組はどうなるか。これには糸を直線に配置する。（第3図）基本組紐は（1）～（4）にて
記号を前のようにσ1，C1　’－1，σ2，σ2　－1とする。
　丸組と同様に2段重ねをかんがえる。
　a1×σ1は撚りが出来るから除外する。
　al×a1　－1は自明な組紐となる。
　σ1×σ2は3段目迄考える必要がある。
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01×02×σ180度回せば自明な組紐となる。
（3）
62
（4）
σ2嘩1
　σ1×σ2×σ1　－1は基本組紐以外の型となる，更に4段目を組む。
　σ1×σ2×σ1－1×σ2　－1＝O×Oに戻るから，これ以上続ける必要はない。
　σ1×a2×σ1－1×02は撚りが出来て除外する。
　a1×σ2－1について3段目をかんがえる。
　al×σ2『1×σ1　－1は前同様に成立しない。
　σ1×σ2　－1×01が成立する。これが通称三つ編みと言われる。
　σ1　－1からスタートすれば，σ1　－1×σ2×σ1　－1の組紐が出来るが，別の種類と見るか一つと
見るかは考え方次第で，ここでは一つとする。
N　織物組織による組紐の分類
　以上の例の如く，数学者の解いた組紐の数は，被服材料学より見て，適用が難しい。被服材料学
では，我々の先輩が織物組織を体系的に分類した。我々はそれを学んできた。織物組織の分類を組
物に応用しようと云うのである。組紐の平組は織物を斜め布に裁りとり，端糸を結んだような物で
ある。丸組は円筒に糸を繋いだような物である。従って，平組と丸組に分けて，織物組織の分類に
従って組紐の分類をおこなう。
　大分類には平組・丸組，中分類には平織・たて縞・よこ縞小分類には綾の比率とする。
　これ以外にも基本組織の中に含めなければならない物がある。一つは「すず菜重ね」の様に，糸
が常に中心を通る物である。これは構造より見て放射線型とした。もう一つは「双び角」・「御室
源氏組」のように，糸が斜行していない物である。丁度錘を編むのに似ているから，むしろ編み型
とした。むしろ編み型は，糸本数が小さい中は丸く，糸本数が増加するに従って巾が広がり平らに
なる。この為に，大分類では平組と丸組の中間に位置する物と考える。
　その結果，第一表の如き分類と分類コードをきめる。
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第1表　組物の分類
分類コード 大分類 中分類 小分類
K11 平 組 平 織
Kユ2 〃 た　て　縞 2／2綾
K13 〃 〃 2／1綾
K14 〃 よ　こ　縞 2／2綾
K15 〃 〃 2／1綾
K21 むしろ編型
K31 丸 組 平 織
K32 〃 た　て　縞 2／2綾
K33 〃 〃 2／1綾
K34 〃 〃 3／1綾
K35 〃 よ　こ　縞 2／2綾
K36 〃 〃 2／1綾
K41 放射線型
V　組物の外観と組手1頂
　第1表の分類コードK11～K41の13種類について，12次以下で可能な組物を作成した。見本にす
る為に，1，600本に統一して組上げた。分類表に従つて，2・cmuこ切り取ったものを添付して，外観
の見本とした。　（写真1）
　組手順も，分類表の通りに配列して示す。　（第5－1図以下）　組手順の見方は第4図で説明す
る。上段が第1ステップ，下段は第2ステップである。但しK15だけは特別で，第3・4ステップ
を含めて1巡であるが，表の都合で割愛した。各葡ップの数字は糸の位置を示し，外側は組終り
の位置で，その内側は始めの位置である。数字に記号（＋）は時計回りに移動する糸を示して，記
号（一）は反時計回りを示す。記号の付いていない糸は移動しない。
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VI　分類コードと従来名称との対応
　組物は装飾用の目的で作られる物が多いので，次々と変わった組織が作られてきた。三次・四次
では限りがあるが，高次の組物では無限に変化組織が作り出されている。基本組物はその中の一部
　　　　　　　　　　　9　ではあるが，山木氏の名称と対応してみる。（第2表）
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第2表　　分類コードと従来名称との対比
分類コード 山木氏の組紐の名称
K1ユ03 三つ組
K2104K3104K4104 四つ打
Kユ408 唐八つ組
K2ユ08 和角（双角八つ打）
K3108 丸八つ打（一間飛び）
K3208 角八つ打（洋角，二間飛び）
K3408 目流れ八つ打
K3508 あづま二間飛び（釣四つ，藤四つ）
K1412 平唐組
K21ユ2 御室源氏組
K3ユ12 内規組
お　わ　り　に
　被服材料学を学ぶ学生にとって，組物をどうしたら分かり易くなるか考えて，織物組織の類推に
よる分類を作成した。組物は手芸として作られる結果，変化組織が多く，基本組織はほんの一部に
過ぎないかも知れない。然し，一部であろうと，こういった考え方に依って被服材料が理解し易く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞なれぽ幸いである。
　（注）
田中道一・婁斗秀夫「被服材料学」朝倉書店　1976　P．ユ29
林雅子・酒井豊子「被服材料学」実教出版株式会社1979P・ユ0ユ
村瀬春弥「被服材料学」柴田書店　1978　P．88
村杉邦男「組み紐の幾何学」講談社　1982　以下の注記ではM書と略記す
M書　P．21－P．22
M書　P．64
M書　P．ユユ6
M書　P．43
山木　薫「くみひもの研究」総合科学出版　1978
